
川崎にまつわる偉人
【支倉常長】

　支倉常長は、川崎町の支倉地区で幼少期か

ら青年期を過ごし、この地区と大変深い関係

をもった町を代表する偉人です。1613 年慶長

遣欧使節として、仙台藩主伊達政宗の命を受

け、太平洋・大西洋を越え、遠くローマ法王

に謁見し、奥州（東北地方）との交易を求め

た使節です。常長はその時に洗礼を受け、キ

リスト教信者となりますが、目的が達成され

ないまま７年後に日本に帰ってきます。そのころ日本では、徳川幕府に

よるキリスト教の弾圧が強まり、彼の偉業は隠れたものとなってしまい

ました。

　キリスト信者である常長は、その後ひっそりとこの支倉の地で暮らし

たものと思われます。

　支倉家の菩提寺である円福寺には、本尊のマリア観音が祀られていて、

常長とその従者の墓（諸説あり）もあります。円福寺の近くには支倉家

の居城である「上楯城」城跡も残っていて、当時の面影を伝えています。

【古賀政男】

　日本音楽会の巨匠「古賀政男」は、明治大

学在学中に友人と旅し、川崎町の青根温泉に

宿泊しています。そのころ古賀政男は、失恋

と音楽に行き詰まり、生きる気力を無くして

いました。無気力と脱力感でもうろうとする

なか、青根の山中をさまよい、自分の将来を

悲観して自殺未遂を図ります。このことがき

っかけとなり、古賀メロディーの代表作とも

いえる「影を慕いて」が誕生することとなります。

　青根の自然の森公園には、「影を慕いて」の歌碑・詩碑が建立され、ま

た木立の中には旧古賀邸の庭にあった庭石や、置物が配置されていて、

古賀メロディー愛好者の足を運ばせています。

川崎町キャラクター
【チョコえもん】

日本人で初めてチョコを食べた支倉常長の意志を受け継ぐ者

【サンファン】

支倉常長を乗せて太平洋〜大西洋を渡った伝説の船の末裔

【川崎べこ太郎】

幻のブランド牛「川崎牛」の若き伝承者

【そば実ちゃん】

川崎町特産のそば畑を見守る妖精
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蔵王連峰と釜房湖

緑と人をはぐくむ里

●川崎町民憲章（昭和55年10月１日制定）

１．健康に心がけ、清潔でうつくしいまちをつくります。
１．互いにきまりを守り、明るく住みよいまちをつくります。
１．親愛の情をもち、みんなで助け合うまちをつくります。
１．生産にはげみ、ゆたかなまちをつくります。
１．教養を高め、すぐれた文化のまちをつくります。

●町の獣（昭和55年10月１日制定）

カモシカ

●町の鳥（昭和55年10月１日制定）

キジ

●町の木（昭和55年10月１日制定）

ドウダン

●町の花（昭和55年10月１日制定）

シャクナゲ

●町章（昭和39年７月１日制定）

この町章は、川崎の川を三重丸で表し、
円は町民円満と団結の強さを示し、町
の中心部を流れる北川、前川、太郎川
の三大河川を象徴したものである。

●地籍面積

270.77 ｋ㎡ ( 森林面積約 215.20 ｋ㎡）

●川崎町へのアクセス

【自動車】
仙台から●国道 286 号（約 60 分）
仙台から●東北自動車道→山形自動車道→宮城川崎 I.C（約 30 分）
白石から●東北自動車道→山形自動車道→宮城川崎 I.C（約 30 分）
山形から●山形自動車道→宮城川崎 I.C（約 40 分）

【一般路線バス】
仙台から●仙台駅前 - 長町南駅 - 西多賀 - 川崎（約 70 分）
大河原から●大河原駅前 - 村田 - 川崎（約 50 分）

【秋保・川崎　仙台西部ライナー】
仙台から●仙台駅前 - 秋保 - みちのく公園 - 川崎（約 70 分）

【仙台西部エアポートライナー】
仙台空港から●仙台空港 - 仙台駅 - 秋保 - みちのく公園 -
　　　　　　　タケヤ交通本社前

宮城県川崎町
〒 989-1592
宮城県柴田郡川崎町大字前川字裏丁 175 番地 1
TEL 0224-84-2111（代表）
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川
崎
町
は
「
自
然
と
共
生
し
た
ホ
ッ
と
な
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
、
雄
大
な
自
然
が
織
り
な
す
美
し
い
景
観
、
き
れ
い
な
水
か
ら
つ
く

り
出
さ
れ
る
安
全
な
農
林
水
産
物
、
先
人
達
が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
文
化
な
ど
、

心
が
「
ほ
っ
」
と
和
み
、「
ホ
ッ
ト
（hot

）」
に
情
熱
や
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
医
療
・
福
祉
・
保

健
の
更
な
る
充
実
、
子
育
て
環
境
の
支
援
、
教
育
施
設
の
充
実
を
進
め
な
が
ら
、

質
の
高
い
人
材
を
育
成
し
、
産
業
面
に
お
い
て
は
、
農
林
業
を
支
え
な
が
ら
、
新

た
な
地
場
産
業
の
発
掘
と
企
業
誘
致
を
す
す
め
、
町
民
の
働
く
場
の
確
保
と
、
所

得
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
東
北
地
方
は
、
未
曾
有
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
川
崎
町
は
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
展
さ
せ
る
た
め
、
知
恵
を
出
し
、
夢
を
語
り
つ
つ
、「
新
し
さ
と
改
革

を
求
め
る
姿
勢
」
そ
し
て
、「
質
素
倹
約
」
を
旨
と
し
た
行
政
改
革
を
心
が
け
て
、

暮
ら
し
や
す
い
郷
土
を
築
き
上
げ
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
要
覧
を
と
お
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
川
崎
町
を
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、

我
が
町
の
概
況
を
紹
介
し
、
発
刊
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
三
十
一
年
一
月

町
勢
要
覧 

発
刊
の
こ
と
ば

川
崎
町
長

小
山
修
作

国の登録有形文化財「岡﨑旅館　別館」

国の登録有形文化財「不忘閣・青根御殿」
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【
昭
　
和
】

　

昭
和
に
入
る
と
、
大
き
な
事
件
や
戦
争
が
頻
繁

に
起
こ
り
、
経
済
不
安
と
凶
作
に
よ
り
人
々
の
暮

ら
し
は
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
川
崎
町
の
特
産

と
な
っ
て
い
る
コ
ン
ニ
ャ
ク
栽
培
が
始
ま
っ
た
の

も
昭
和
に
な
っ
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
す
。　
　

　

川
崎
村
が
町
に
な
っ
た
の
は
、
太
平
洋
戦
争
後

の
昭
和
二
十
三
年
五
月
三
日
の
こ
と
で
、
当
時
の

人
口
は
す
で
に
一
万
人
を
越
え
て
い
ま
し
た
。
七

年
後
の
昭
和
三
十
年
に
富
岡
村
支
倉
地
区
と
合
併

し
、
新
し
い
川
崎
町
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の

昭
和
三
十
五
年
に
旧
富
岡
村
の
一
部
の
櫛
引
・
道

海
地
区
が
村
田
町
に
編
入
さ
れ
、
現
在
の
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。

  

昭
和
四
十
一
年
着
工
し
た
釜
房
ダ
ム
は
、
着
工

か
ら
四
年
の
歳
月
を
経
て
昭
和
四
十
五
年
三
月
に

完
成
し
ま
し
た
。
湖
の
出
現
に
よ
り
、
小
野
・
小

松
倉
地
区
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
変
貌
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
五
年
後
、
釜
房
ダ
ム
の

水
質
悪
化
が
問
題
と
な
り
、
県
内

町
村
で
も
い
ち
早
く
下
水
道
事
業

へ
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
仙
台
市
・
山
形
市
間
を
最

短
で
結
ぶ
県
道
は
、
昭
和
四
十
五

年
四
月
に
国
道
二
八
六
号
に
昇
格

と
な
り
、
仙
台
・
山
形
間
の
道
路

整
備
に
弾
み
が
つ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
長
年
の
夢
で

あ
っ
た
奥
羽
山
脈
に
風
穴
が
開
き
、
双
方
の
文

化
・
経
済
の
風
が
活
発
に
吹
き
交
う
こ
と
と
な
っ

た
の
は
、
十
一
年
後
の
昭
和
五
十
六
年
四
月
の
こ

と
で
す
。
笹
谷
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ
り
、
町
内

の
交
通
事
情
は
一
変
し
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
二
八

六
号
沿
線
の
至
る
所
で
大
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、

沿
線
集
落
の
バ
イ
パ
ス
着
手
が
進
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
十
月
に
は
、
待
望
だ
っ
た
山
形

自
動
車
道
の
村
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
宮
城
川
崎
I.C
間
が
開

通
し
、
川
崎
町
も
文
字
通
り
高
速
交
通
時
代
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
平
　
成
】

　

平
成
元
年
の
八
月
、
釜
房
ダ
ム
湖
畔
に
建
設

を
進
め
て
い
た
東
北
地
方
で
初
め
て
の
国
営
公

園
「
み
ち
の
く
杜
の
湖
畔
公
園
」
が
一
部
開
園
し
、

川
崎
町
は
宮
城
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
名
声

を
高
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
年
十
二

月
に
は
、
み
や
ぎ
蔵
王
セ
ン
ト
メ
リ
ー
ス
キ
ー
場

が
オ
ー
プ
ン
し
、
四
季
を
通
し
た
観
光
施
設
の
整

備
が
整
い
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
に
は
、
地
域
医
療
と
福
祉
の
充
実
を

図
る
た
め
、「
病
院
と
保
健 

・ 

福
祉
」
が
一
体
と

な
っ
た
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
の
郷
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
町
の
中
枢
施
設
と
し
て
、

ま
た
温
泉
が
利
用
で
き
る
交
流
の
場
と
し
て
、
多

く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
レ
ジ
ャ
ー
施
設
と
し
て
、
平
成
十
年
三

月
に
宮
城
県
で
初
め
て
の
場
外
舟
券
売
場
「
ボ
ー

ト
ピ
ア
川
崎
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
県
内
外
か
ら
大

き
な
注
目
を
浴
び
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、

平
成
十
三
年
四
月
に
「
か
わ
さ
き
町
民
バ
ス
」
の

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
か
ら
は
、
東
北
最
大
級
の
野
外
音

楽
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
荒
吐
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
「
エ
コ
キ
ャ
ン
プ
み
ち
の
く
」
に
て
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
様
々
な
野
外
音

楽
イ
ベ
ン
ト
が
定
着
し
、
野
外
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
町
と
し
て
、
大
勢
の
音
楽
フ
ァ
ン
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
四
月
に
は
、
子
育
て
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、
幼
稚
園
・
保
育
所
を
一
元
化
し

た
施
設
と
在
宅
の
親
子
の
交
流
や
相
談
な
ど
を
対

応
す
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
た
「
認

定
か
わ
さ
き
こ
ど
も
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
内
の
子
育
て
に
関
す
る
全
て
の

こ
と
を
支
援
す
る
体
制
が
整
い
、
多
く
の
町
民
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

豊かな自然と長い歴史を有する川崎町は、
その恵まれた特性を活かしながら、
さらなるまちの飛躍と発展を目指している

▲「かわさきこども園」
県内公立で初となる幼保一体型の認定こども園

 ▲「荒吐ロックフェスティバル」
東北地方最大級の野外音楽イベントで、2006年
から川崎町で開催

自
然
が
豊
か
な

川
崎
町
だ
か
ら
こ
そ
。

The H
istory of K

aw
asaki

【
古
　
代
】　

　

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
起
源
は
、
数
千
年
前
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
町
内
に
は
縄
文
文
化
を
伝
え

る
遺
跡
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特
に
町
内
を
流

れ
る
前
川
・
北
川
・
太
郎
川
沿
い
に
多
数
の
生
活

痕
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
辺
に
近
い
小
高

い
地
に
数
家
族
単
位
で
竪
穴
式
住
居
を
建
て
、
狩

猟
・
採
取
生
活
を
行
い
な
が
ら
こ
の
地
に
定
住
し

て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

や
が
て
米
作
り
が
始
ま
る
弥
生
時
代
と
な
り
、

共
同
作
業
な
ど
の
た
め
、
集
落
の
形
成
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
川

崎
町
で
は
比
較
的
高
地
で

あ
る
為
か
、
米
作
り
の
痕

跡
は
遺
跡
か
ら
は
見
つ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
弥
生

文
化
が
う
か
が
え
る
小

野
・
小
沢
・
支
倉
な
ど
の

比
較
的
温
暖
な
地
域
で
は
、

沢
筋
を
利
用
し
開
田
し
た

小
規
模
な
稲
作
り
が
始
ま

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

【
中
世
・
江
戸
】

　

古
代
か
ら
中
世
に
い
た

る
ま
で
の
歴
史
は
、
詳
し

く
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
山
に
囲
ま
れ
た
閉
鎖
地
形
の
た
め
、
大
和
朝

廷
の
影
響
は
あ
ま
り
及
ば
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
四
方
峠
や
笹
谷
峠
を
越
え
た
交

流
は
古
く
か
ら
あ
り
、
古
文
書
等
に
も
笹
谷
峠
に

あ
っ
た
と
さ
れ
る
有
耶
無
耶
の
関
の
件
が
書
き
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
前
川
・
今
宿
・
小
野
は
、

旅
人
の
宿
場
や
荷
物
の
集
積
所
と
し
て
早
く
か
ら

集
落
を
形
作
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
時

代
ま
で
に
は
、
前
川
・
今
宿
・
小
野
・
川
内
・
本

砂
金
・
支
倉
の
六
ヶ
村
が
既
に
形
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
川
崎
館
（
川
崎
要
害
）
は
、
慶
長
十
三
年

（
一
六
〇
八
）
城
主
・
砂
金
右
兵
衛
実
常
に
よ
っ

て
現
在
の
城
山
に
起
工
し
、
二
年
後
に
完
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
後
間
も
な
く
野
上
堰
が
造
ら
れ
、

用
水
堀
が
整
備
さ
れ
て
、
小
野
・
前
川
地
区
の
開

田
が
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
時
に
川
崎

町
の
原
型
や
町
並
み
の
基
礎
が
で
き
た
の
も
こ
の

頃
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

  

砂
金
家
が
断
絶
す
る
と
、
明
治
に
至
る
ま
で
こ

の
地
は
伊
達
家
の
領
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。　

  

支
倉
地
区
は
、
伊
達
政
宗
の
命
を
受
け

一
六
一
三
年
、
遠
く
ロ
ー
マ
に
ま
で
行
っ
た
遣
欧

使
節
、
支
倉
六
右
衛
門
常

長
の
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ

り
ま
す
。
円
福
寺
に
は
隠

れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
崇
拝
し

た
と
さ
れ
る
マ
リ
ア
観
音

が
納
め
ら
れ
て
い
て
、
洗

礼
を
受
け
た
常
長
と
従
者

の
墓
が
残
っ
て
い
ま
す
。

【
明
治
・
大
正
】

　

明
治
四
年
の
廃
藩
置
県

に
よ
り
、
こ
の
地
は
前

川
・
今
宿
・
小
野
・

川
内
・
本
砂
金
の
五
つ
の

村
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
二
年

の
明
治
憲
法
の
公
布
と
と

も
に
市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
五
つ
の
村
が
一
つ

に
な
っ
て
川
崎
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

同
じ
よ
う
に
支
倉
村
と
菅
生
村
が
合
併
し
、
富

岡
村
と
な
り
ま
し
た
。　
　

  

川
崎
村
は
、
広
大
な
森
林
を
有
し
、
養
蚕
と
炭

焼
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
特
に
木
炭
は
、
県
内
の

一
大
主
産
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
稲
作
は
用
水

路
の
整
備
が
進
み
、
開
田
面
積
も
広
が
っ
た
も
の

の
、
度
々
凶
作
に
見
舞
わ
れ
、
農
家
の
暮
ら
し
は

大
変
だ
っ
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

古
き
風
景
を
た
ず
ね
、

先
人
の
足
跡
を
知
る

太古から人々は豊かな自然のもとで暮らし、
中世には奥州と羽州を結ぶ街道の宿場町として、
歴史の重要な役割を果たしてきた

▲昭和初期の農協通り周辺の風景（手前の門柱が昔の郵便局）

The H
istory of K

aw
asaki

▲「支倉六右衛門常長墓所」
慶長遣欧使節団を率いた支倉六右衛門常長の墓所（圓長山円福寺）
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至秋保

仙台市

本砂金

釜房ダム管理所釜房湖

釜房大橋
▲釜房山 碁石小野

川内

至仙台

支倉

支倉

■上楯城址
■圓長山円福寺
　支倉常長の墓▲殿上山

国営みちのく
杜の湖畔公園「南地区」

国営みちのく
杜の湖畔公園「北地区」

ボートピア
川崎

至仙台

■
龍雲寺

（川崎伊達家の墓）

川崎町
工場適地

■
地蔵桜

前川

川崎バイパス

川崎町

村田町

東北自動車道

至東京

至蔵王
村田I.C

村田JCT

宮城川崎I.C

ふ
る
さ
と
緑
の
道

ふ
る
さ
と

緑
の
道

前川

▲
      三森山

泣面山▲

▲シシナゴ山

▲立石山

大鳥谷山
　▲

逆イチョウ
■ 松並木
（笹谷街道）

青根温泉■
紅葉台■

峩々温泉

▲刈田岳
お釜

▲蔵王五色岳

名号峰▲

　　▲
八方平

山形自動車道
（東北横断自動車道）

みやぎ蔵王
セントメリースキー場

笹谷

仙人沢

至山形

笹谷峠

阿古耶の松■
■

有耶無耶関跡

仙人大滝

るぽぽの森
■

笹谷トンネル

▲
神室岳

石橋
（仙峡橋）

笹谷I.C

古関P.A

山形県

286

457

286

457

▲
雁戸山

川崎特産センター

北川

■
●②

●⑦

●⑫

●⑬

●⑭

●⑪

●④

●⑤

国営みちのく杜の湖畔公園
「里山地区」

●③

●⑰
●⑯

●⑮

●⑥●①

至川崎
笹谷

ホタルの
里

■青根
　駐在所

青根湯元神社

青根自然の森公園至峩々温泉 至遠刈田

青根温泉郷

■

■青根洋館じゃっぽの湯 ●⑨●⑧

●⑩古賀政男歌碑

①川崎町工場適地
　川崎インターから 200 ｍの北川原山地区に

「民間投資特区」を設置し、固定資産税免除や
緑地規制緩和条例による企業誘致を図ってい
る。

⑬みやぎ蔵王　セントメリースキー場
　仙台・山形両市からアクセス抜群なスキー
場。2018 年よりサマーゲレンデ開始。

⑨青根洋館
　大正時代の建物で、宣教師住宅として建て
られたものを復元し、青根温泉の情報発信・
温泉の歴史を紹介している。

⑮ボートピア川崎
　競艇専用の場外発売場として誘致された施
設。投票場の他、レストランや観覧席などが
整備されている。

⑫るぽぽの森
　登山やスキーなど蔵王周辺の自然活動の
ベースキャンプで、日帰り入浴もできる。

⑧青根温泉「じゃっぽの湯」
　仙台平野が一望でき、伊達藩御宿として
460 年以上の歴史を誇る青根温泉。建物は川
崎町産の木材が使用され、人と環境にやさし
い建物で、また、天然温泉となっている。

⑪峩々温泉
　胃腸病に効く日本三大名湯の一つ。静かな
山あいの一軒家の温泉は、秘湯と呼ぶにふさ
わしい趣を漂わせている。　

⑦松並木（笹谷街道）
　国道 286 号・市街地を過ぎた先にあり、
江戸時代の街道の趣が残されている（現在の
松並木は大正時代に植栽されたもの）。

⑰上楯城址
　支倉常長の祖父・常正が 1545 年に築いた
連郭式（本丸～三の丸が直線的に並ぶ形式）
の山城で、土塁や空堀の跡が残る貴重な城跡。

⑩古賀政男記念碑（青根自然の森公園）
　作曲家古賀政男のゆかりの地である、青根
温泉に建立された記念碑。

⑥川崎特産センター
　みちのく公園入口角にあり、川崎産の新鮮
野菜や花、米、そば、漬物、工芸品など「川
崎町の農林産物」がいつでも気軽に買える。

⑯圓長山円福寺　支倉常長の墓
　平安期の創建で、明治期に焼失したが再建
された。支倉地区を見わたす丘に「常長の墓」
がありイカリ印の碑やマリア観音が伝わる。

⑭蔵王山頂「お釜」
　蔵王国定公園のシンボル「お釜」は、自然が
創った雄大な造形美を誇る山頂の湖である。

②国営みちのく杜の湖畔公園「南地区」
　1989年(平成元年)オープンの国営公園で、
彩りのひろば、湖畔のひろば、ふるさと村な
どがあり、多彩なイベントが行われている。

④国営みちのく杜の湖畔公園「北地区」
　野外活動が楽しめる「エコキャンプみちの
く」、自然観察などができる「自然共生園」、
イベント会場で知られる「風の草原」がある。

⑤釜房湖
　1970 年完成の治水・利水ダム。春は桜が
美しい。管理所併設の「ふれあい学習資料館」
でダムの知識を楽しく学ぶことができる。

施設名称	 電話番号
川崎町役場	 0224-84-2111（代）
川崎町役場富岡支所	 0224-86-2011
国保川崎病院	 0224-84-2119
健康福祉センター	 0224-84-6008
川崎町交流促進センター（るぽぽ）	 0224-84-6611
かわさきこども園	 0224-84-5247
川崎児童教室	 0224-84-6606
碁石児童教室	 0224-86-2680
今宿児童教室	 0224-84-4837
前川児童教室	 080-2836-1715
川崎町子育て支援センター	 0224-84-6606
富岡幼稚園	 0224-86-2661
川崎小学校	 0224-84-2004
前川小学校	 0224-84-5001
川崎第二小学校	 0224-84-2054
富岡小学校	 0224-86-2003
川崎中学校	 0224-84-2029
富岡中学校	 0224-86-2007
柴田農林高等学校川崎校	 0224-84-2049
宮城県立支援学校岩沼高等学園川崎キャンパス

0224-87-6571　		　	
川崎町学校給食共同調理場	 0224-84-5002
川崎町公民館	 0224-84-2116
川崎町 B＆G海洋センター	 0224-84-2277
川崎町山村開発センター	 0224-84-2117
川崎町土地改良区	 0244-84-2151
川崎町観光協会	 0224-84-6681
川崎町商工会	 0224-84-2174
川崎町社会福祉協議会	 0224-85-1222
ボートピア川崎	 0224-84-6662
セントメリースキー場	 0224-84-5880
公衆浴場じゃっぽの湯	 0224-87-2188
青根洋館	 0224-85-3122
大河原警察署川崎駐在所	 0224-84-2211
大河原警察署青根駐在所	 0224-87-2202
国営みちのく杜の湖畔公園事務所	 0224-84-6211
国営みちのく杜の湖畔公園管理センター	 0224-84-5991
釜房ダム管理所	 0224-84-2171〜 2
仙台森林管理署川崎森林事務所	 0224-84-2009
大河原消防署川崎出張所	 0224-84-2370
川崎郵便局	 0224-84-2070
支倉郵便局	 0224-86-2101
野上簡易郵便局	 0224-84-2922
川内簡易郵便局	 0224-84-5570
青根簡易郵便局	 0224-87-2410
釜房環境浄化センター	 0224-86-2566
中央コミュニティセンター	
本荒町コミュニティセンター	 	
裏丁コミュニティセンター	
川内北川コミュニティセンター

施 設 一 覧 川崎町施設・
観光地 MAP

③国営みちのく杜の湖畔公園　「里山地区」　
　釜房湖に面した里山の自然環境の保全・再
生を行い、自然とのふれあい体験・体験学習
ができる。
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世界農林業センサス※平成17年度より販売農家数のデータを掲載しています。

総農家数（自給的含む）
販売農家数
　専業農家
　第一種兼業農家
　第二種兼業農家
農家人口
　男
　女
農家一戸当り人口
経営耕地面積
　田
　畑
　樹園地
農家一戸当り田
農家一戸当り畑
家畜
　乳用牛
　肉用牛
農用機械
トラクター
動力田植機
コンバイン

1,212戸
ー　
66　

165　
981　

　6,239人
3,090　
3,149　

5.1　
153,692ａ
104,042　
48,040　

380　
86　
40　

4,130頭
1,117　
3,013　
3,311台
1,447　

718　
294　

1,132戸
　ー　
80　

130　
922　

　5,623人
2,777　
2,846　

5.0　
150,099ａ
102,962　
46,130　
1,007　

91　
41　

5,286頭
1,248　
4,038　
2,922台
1,282　

691　
305　

1,034戸
ー　
65　
97　

872　
　5,059人

2,511　
2,548　

4.9　
143,900ａ
101,100　
42,400　

400　
97　
41　

3,802頭
786　

3,016　
2,607台
1,141　

575　
301　

982戸
785　
88　

112　
585　

　3,665人
1,826　
1,839　

4.7　
138,254ａ
98,114　
39,485　

655　
125　
50　

3,734頭
708　

3,026　
2,106台

818　
516　
290　

□農業のすがた
平成2年度 平成7年度 平成12年度

865戸
658　
115　
63　

480　
2,904人
1,463   
1,441   

4.4　
122,200 a
89,500   
31,900   

700   
136   
48   

2,737頭
710   

2,027   
-　台

696   
443   
258   

平成17年度 平成22年度
775戸
559　
93　
45　

421　
735人
362   
373   
-　　

119,000 a
87,100   
30,800   

110   
-　　
-　　

5,408頭
641   

4,767   
-　台

604   
373   
231   

平成27年度
□産業別就業人口の推移

平 成
27年

昭 和
50年

昭 和
55年

昭 和
60年

平 成
２ 年

平 成
７ 年

平 成
12年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

487人
10.3％

2,412人
43.6％

1,635人
29.3％

1,627人
28.8％ 1,201人

21.4％ 873人
15.9％

809人
15.0％

1,932人
35.7％

2,214人
40.2％

2,249人
40.1％

2,080人
36.8％

2,023人
36.2％

1,450人
26.2％

1,540人
32.4％

2,723人
57.3％

1,674人
30.2％ 1,923人

34.5％
1,943人
34.4％ 2,163人

38.5％
2,418人
43.9％

2,669人
49.3％

4,750人

5,536人 5,581人 5,650人 5,613人 5,505人 5,410人

第一次産業 第二次産業 第三次産業 分類不能

平 成
22年

613人
12.4％

1,533人
31.1％

2,758人
56.0％

22人
0.5％

4,926人

平 成
17年

643人
12.2％

1,791人
34.1％

2,821人
53.7％

5,255人

国勢調査

□月最高気温

平成29年

平成30年

単位：。Ｃ
全年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

34.7 

36.8 

10.3 

12.2 

14.1 

9.4 

13.3 

22.1 

24.3 

28.5 

29.5 

29.3 

29.0 

33.8 

34.7 

36.0 

31.9 

36.8 

30.1 

31.3 

26.2 

27.0 

19.8 

19.1 

12.0 

18.0 

□月最低気温

平成29年

平成30年

単位：。Ｃ
全年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

-6.6 

-9.6 

-6.6 

-9.6 

-6.0 

-8.6 

-3.4 

-4.4 

-1.7 

-0.2 

2.7 

3.6 

7.8 

9.4 

16.4 

15.7 

15.1 

14.1 

8.4 

11.2 

4.4 

3.9 

-3.5 

-0.2 

-5.0 

-5.9 

□月平均気温

平成29年

平成30年

単位：。Ｃ
全年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

10.5 

11.1 

0.8 

-0.2 

1.5 

-0.2 

3.4 

6.0 

9.9 

11.2 

15.7 

15.4 

17.5 

18.8 

23.9 

24.4 

21.6 

23.5 

19.0 

18.9 

13.2 

14.4 

7.1 

8.8 

1.8 

2.9 

□月積算雨量

平成29年

平成30年

単位：mm
全年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

109.3 

93.4 

49.0 

63.0 

27.0 

23.0 

71.0 

108.0 

98.0 

31.0 

153.0 

106.0 

67.0 

104.0 

193.0 

87.0 

292.0 

432.0 

177.0 

188.0 

367.0 

113.0 

6.0 

16.0 

18.0 

24.0 

釜房ダム管理所　管理係　提供

20年度

21年度

22年度

23年度

24年度

25年度

26年度

27年度

28年度

29年度

日帰り
宿　泊
計　
日帰り
宿　泊
計　
日帰り
宿　泊
計　
日帰り
宿　泊
計　
日帰り
宿　泊
計　
日帰り
宿　泊
計　
日帰り
宿　泊
計　
日帰り
宿　泊
計　
日帰り
宿　泊
計　
日帰り
宿　泊
計　

885,583
88,206
973,789
889,961
98,999
988,960
793,391
98,461
891,852
751,251
110,397
861,648
845,727
122,242
967,969
821,153
133,764
954,917
780,720
168,647
949,367
855,776
155,166
1,010,942
785,942
150,057
935,999
863,987
154,504
1,018,491

□年度別観光客入込数

入込数 笹谷（スキ
ー場含む）

青根・
峩々温泉

63,346
4,748
68,094
52,766
3,223
55,989
55,598
4,536
60,134
67,250
7,780
75,030
71,487
4,116
75,603
61,624
2,937
64,561
68,766
6,014
74,780
75,660
5,642
81,302
47,448
5,802
53,250
62,982
7,671
70,653

102,330
19,435
121,765
101,792
18,558
120,350
102,305
18,020
120,325
91,888
13,955
105,843
93,841
14,760
108,601
79,288
15,231
94,519
75,813
15,573
91,386
101,681
15,000
116,681
104,056
15,207
119,263
110,965
15,987
126,952

719,907
64,023
783,930
735,403
77,218
812,621
635,488
75,905
711,393
592,113
88,662
680,775
680,399
103,366
783,765
680,241
115,596
795,837
636,141
147,060
783,201
678,435
134,524
812,959
634,438
129,048
763,486
690,040
130,846
820,886

みちのく杜の
湖畔公園

単位：人（資料：観光統計概要）

13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

576
675
656
689
702
781
769
804
772
789

-  
714
745

－
728
878

203,383
198,899
201,666
199,706
193,167
211,682
222,444
219,189
197,228
212,550

-     
215,375
207,635

－
195,984
214,931

1,058,965
872,490
927,230
947,799
945,081

1,096,661
1,098,514

986,580
818,855
889,764

-      
939,340
929,279

－
1,022,429

955,873

1,710,706
1,427,450
1,582,347
1,532,600
1,505,553
1,793,474
1,760,734
1,628,427
1,399,932
1,531,988

-      
1,508,061
1,523,713

－
1,705,366
1,582,435

□事業所数、製造品出荷額等
従業者数

常用労働者
現金給与額
（万円）

原材料等  
使用額（万円）年度 事業

所数
25
26
26
22
23
22
25
24
25
24
- 

23
24
－

26
22

567
663
643
681
694
774
763
798
761
781

-  
706
738

－
721
876

1,692,171
1,407,886
1,555,629
1,506,664
1,488,232
1,773,857
1,482,405
1,391,685
1,219,098
1,268,009

-      
1,246,812
1,314,598

－
1,598,870
1,368,462

625,746
543,391
626,179
562,535
497,566
617,781
590,111
598,680
525,021
590,610

-     
501,113
539,054

－
566,031
523,648

製造品出荷額等（万円）
総数 総　額 出荷額

付加価値額
（万円）

資料：宮城県の工業統計調査

（平成13年度以降は、４人以上の事業所）※平成16年度までは粗付加価値額にて公表しています。
　平成23、26年度の工業統計調査は未実施。

□従業者数

資料：平成28年度経済センサス活動調査

製造業
822

製造業
42

従業者数
3,328人

サービス業
420サービス業

116

卸売業・小売業
444

卸売業・小売業
116

宿泊業・飲食
サービス業

311
宿泊業・飲食
サービス業

44

医療・福祉
466

教育・学習
支援授業

4 建設業
451 

建設業
79

運輸・
郵便業

200
金融業・保険業

26

金融業・保険業
5

鉱業・採石・
砂利採取業

4

農林漁業
139

鉱業・採石・
砂利採取業

1

農林漁業
13

不動産業・
物品賃貸業

41

不動産業・
物品賃貸業

13

医療・福祉
21

教育・学習
支援授業

4

事業所数
463ヵ所

運輸・
郵便業

9

□事業所数

商工業まちを支えるたくましい原動力

産　業バランスのとれた地場産業の発展と育成

気　象

□所得（町内総生産）
区分
第一次産業
　農業
　林業
　水産業
第二次産業
　鉱業
　建設業
　製造業
第三次産業
　卸売小売業
　金融、保険、不動産業
　運輸、通信業
　電気、ガス、水道業
　サービス業
　その他
関税
（控除）総資本形成に係る消費税
総計

平成25年度
1,157
1,035

122
- 

7,220
109

2,744
4,367

22,650
1,233
6,351
4,470

456
6,015
4,125

29
▲ 84

30,972

平成26年度
1,244
1,031

213
- 

8,321
255

3,258
4,808

16,455
1,306
3,309
2,461

595
3,019
5,765

- 
▲ 133

25,887

平成27年度
1,349
1,162

187
- 

8,224
248

2,403
5,573

16,581
1,323
3,187
2,492

681
3,011
5,887

- 
▲ 294

25,860

単位（百万円）

平成27年度市町村民経済計算
※平成26年から関税と総資本形成に係る消費税の数値は合算したもの 

その他
217千ｍ3

（21.2％）

□上水道事業　　平成30年3月31日現在
施設数／8　給水人口／8,471人
料金収入／212,824千円
１日最大給水量／3,495m3　

※平成24年度から簡易水道事業は
　上水道事業へ統合。

年間給水量
1,023千m3

年　間
有収水量
806千m3

（78.8%）

□町営住宅
青根厚生住宅（木造）
伊勢原住宅（木造）
伊勢原住宅（簡易耐火）
北原住宅（木造）

北原住宅（簡易耐火）
中原住宅（木造）
沼ノ平アパート（耐火２階建）
北川原山住宅（木造）

6
24
18
22

40
20
8
22
160合計

平成30年4月1日現在

□下水道
管渠延長許可面積 整備済面積 整備率
81km557.0ha 428.5ha 76.9％

町全体水浄化率
81.4%

公共下水道区域内 公共下水道区域外
水洗可能人口

5,626
普及率１
63.7%

水洗化人口
5,253

水洗化率２
93.7%

人口
3,320

区域外流入人口
30

浄化槽設置人口
1,945

水洗化率３
60.40%

平成30年11月30日現在 

□道路延長
国　道
県　道
町　道

56.4km
35.6km
150.1km 舗装率80.7%

平成28年4月1日現在

□施設の状況
郵便局 簡易郵便局 公民館 公民館分館 公　園 集落センター・コミュ

ニティセンター等

2 3 1 8 5 17

平成30年4月1日現在

□消防

川崎警察官駐在所
青根警察官駐在所

3名
1名

現有装備

消防団員
分団数

ポンプ車
小型動力ポンプ積載車
消火栓
防火水槽

消防水利

大河原消防署川崎出張所

平成30年4月1日現在

職　員　数
ポンプ車１台（1）、指揮車（１）、救急車（１）

６分団
241名
3台
26台

122ヶ所
105ヶ所

16名

消防現勢調書（消防署提供）

□かわさき町民バス
路線名

平成29年度

片道運行距離 利用者数
(H29.4.1～H30.3.31) 運行便数

１
２
３
４
５
６
７
８
９
計

青根・前川線
笹谷・野上線
碁石・支倉線
本砂金・川内線
湯坪線
下原線
四ヶ銘山線
安達線
町内循環線
９路線

17.5
14.5
22.0
21.5
5.6
3.5
5.0
10.5
4.9

105.0

6,720
6,446
19,712
7,928
435
199
745
339

1,386
43,910

8
8
10
8
4
4
2
4
2
-

運行日
週５日
週５日
週５日
週５日
週１日
週１日
週１日
週１日
週５日

-

□国民年金

□給付状況

平成29年度

第一号被保険者
任意加入被保険者
第三号被保険者
合計

1,157人
8人

388人
1,553人

平成29年度

□国民健康保険 平成29年度

件　数

費用額

被保険者数

医療費

一　般
退職者
一　般
退職者
一　般
退職者

2,342人
41人

37,317件
543件

429,952千円
10,101千円

給付額
受給者

2,116,174千円
3,187人

□公立病院

58床

平成30年度（4月1日時点）

（老齢基礎年金、障害年金
　　　　　　　　　その他年金含む）

国民健康保険
川崎病院

薬剤師
管理栄養士
歯科衛生士

理学
療法士

1 3

看護師
准看護師

検査
技師等

臨時・
委託等

29 2 31（一般30床
 療養28床）

医師数病床数

5

生活環境

交　通

人　口平成30年9月30日　人口8,837人　世帯数3,315世帯

より豊かなくらしを支えるゆとりある環境づくり

福　祉町民みんなが健康で明るい毎日を

大 正
14年

昭 和
５ 年

昭 和
10年

昭 和
22年

昭 和
30年

昭 和
40年

昭 和
50年

昭 和
60年

平 成
2 年

平 成
７ 年

平 成
12年

0

1,000

2,000

3,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000
（人）

（世帯）

人　口

世　帯

□人口・世帯数の推移（国勢調査）

9,814
9,791

10,123

12,857

13,508

12,003

10,539

10,939
10,829

10,872

2,118 2,263
2,308

2,514

10,797

2,587

平 成
22年

平 成
27年

9,978

2,887
2,697

平 成
17年

10,583

2,807 2,907

9,167

2,880

90以上

85～89
80～84

75～79

70～74

65～69

60～64

55～59

50～54

45～49

40～44
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0～4
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120
143

185
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209

265
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277
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297
420

496

340

221

178
116

58

男女計（％）

男 4,378人（49.5%） 女 4,459人（50.5%）

％ ％

□年齢別人口構成

243 

338 

461 

500 

610 

953 

819 

613 

525 

505 

504 

497 

404 

312 

366 

361 

325 

281 

220  

（2.7）
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（10.8）
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□住民基本台帳による人口動態
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財　政予算の効率的な運営と管理

議会まちを運営する行政組織と町政を厳しくチェックする議会

行政

町民生活課

保健福祉課

地域振興課

建設水道課

国保川崎病院

川崎町交流促進センター 青根洋館

じゃっぽの湯 セントメリースキー場

中央コミュニティセンター 裏丁コミュニティセンター

川内北川コミュニティセンター本荒町コミュニティセンター

川崎町健康福祉センター 川崎町地域包括支援センター

釜房環境浄化センター 大針中継ポンプ場 北川中継ポンプ場 青根浄化センター

野上浄水場・笹谷浄水場・湯坪浄水場・青根浄水場

青根第二浄水場・腹帯浄水場・碁石浄水場・本砂金浄水場

会　計　課

学　務　課

生涯学習課

幼児教育課

学校給食共同処理場

中学校２校

海洋センター・総合運動場

川崎町公民館・分館８

小学校４校

富岡幼稚園

かわさきこども園

児童教室　※川崎・今宿・碁石・前川

子育て支援センター

事　務　局

事　務　局

事　務　局

事　務　局

農業委員会

選挙管理委員会

監査委員会

固定資産評価審査委員会

教

　
育

　
長

次

　
　
　
長

教
育
委
員
会

会
計
管
理
者

副
町
長

町

　
長

総　務　課

税　務　課

農　林　課

国土調査室

川崎町山村開発センター

川内地区生活改善センター

天神地区生活改善センター

腹帯地区集落センター

前川東部地区集落センター

支倉上地区集落センター

碁石地区集落センター

安達地区集落センター

本砂金地区集落センター

前川西地区集落センター

支倉郷土文化伝承館

支倉下地区集落センター

立野地区集落センター

富岡支所庶務係・管財係・消防係
交通安全対策係・財政係

庶務係・賦課係・徴収係

地籍調査係

庶務係・農業係・
土地改良係・
畜産係・林業係・
水産係

庶務係・窓口係・国民
年金係・環境衛生係

庶務係・保険給付係・
福祉推進係・在宅介護
係・介護保険係・健康
推進係・保健衛生係・
福祉係

庶務係・企画係・統計調査係・
企業誘致係・広報係・
商工係・観光係

庶務係・土木係・建築係・
住宅管理係・下水道係・
管理係・都市計画係・
水道係・温泉係・街路公園係

医療科・薬局・事務室
・給食室

出納係

総務係・学務係

学校給食共同調理場

総務係・管理係

総務係・生涯教育係・
体育振興係

総務係・農地係・農政係・農業者年金係

会　　　議

常任委員会

議会事務局

副　議　長

議　　　長

町　議　会

定 　 例 　 会

総務民生常任委員会

産業建設教育常任委員会

全 員 協 議 会

議会運営委員会

特 別 委 員 会

会期は1月～12月
通年議会（3月、6月、9月、12月は定例月）

総務課・地域振興課・税務課・会計課・保健福祉課
町民生活課・国保川崎病院・国土調査室の分掌に属する事項

農林課・農業委員会・建設水道課・学務課
生涯学習課・幼児教育課・公民館・学校給食調理場
子育て支援センター・児童教室の分掌に属する事項 

町民広聴委員会

議会報告会、一般会議、議員勉強会、情報の提供、
議会活性化検討、広聴に関する事項

議会運営の協議、円滑化をはかる

庶務係、調査係、議事係

議会広報編集委員会

議会広報の編集、発行に関する事項

町民の
町税負担額
964,293千円

□税の内訳

町民税
524,898千円
（54.4％）

固定資産税
341,484千円
（35.4％）

入湯税
30,371千円
（3.1％）

町たばこ税
3,434千円（0.4％）

軽自動車税
64,106千円
（6.6％）

一般会計
歳入内訳

5,024,611千円

□一般会計歳入内訳

地方交付税
2,330,655千円
（46.4％）

繰入金
159,719千円（3.2％）

地方税
964,293千円
（19.2％）

国庫支出金
373,605千円
（7.4％）

その他
150,441千円（3.0％）

繰越金
100,866千円（2.0％）

都道府県支出金
249,263千円
（5.0％）

各種交付金
215,557千円（4.3％）

地方債
343,400千円
（6.8％）

使用料・手数料
80,321千円（1.6％）

地方譲与税
53,613千円（1.1％）

地方特例交付金
2,878千円（0.1％）

歳出合計
4,923,722千円

□歳出（目的別）

総務費
775,213千円
（15.7％）

土木費
759,766千円
（15.4％）

民生費
973,078千円
（19.8％）

教育費
729,829千円
（14.8％）

衛生費
609,724千円
（12.4％）

農林水産業費
310,896千円（6.3％）

公債費
242,875千円（4.9％）

災害復旧費
0千円（0.0％）

消防費
213,606千円
（4.3％）

議会費
107,235千円（2.2％）

労働費
295千円（0.0％）

商工費
201,205千円（4.1％）

歳出合計
4,923,722千円

□歳出（性質別）

扶助費
400,346千円
（8.1％）

人件費
979,027千円
（19.9％）

普通建設事業費
747,846千円
（15.2％）

物件費
923,161千円
（18.7％）

補助費等
771,662千円
（15.7％）

災害復旧費
0千円
（0.0％）

公債費
242,875千円
（4.9％）

維持補修費
157,852千円
（3.2％）

投資及び出資
59,713千円（1.2％）

積立金
30,163千円
（0.6％）

貸付金
14,420千円
（0.3％）

繰出金
（上水・病院会計除く）
596,657千円
（12.1％）

平成29年度一般会計決算状況

平成29年度各会計決算状況（千円）
会　　計　　区　　分

5,024,611
1,053,320
83,394

1,056,214
12,545
438,074
830,513
301,319

8,799,990

4,923,722
1,047,056
83,200

1,008,265
12,544
438,074
827,890
265,993

8,606,744

歳入総額 歳出総額
一　般　会　計
国民健康保険
後期高齢者医療保険
介護保険
温泉事業
公共下水道事業
川崎町病院事業
川崎町上水道事業

特 別 会 計

合計

□社会教育施設

施　設　名

（平成30年3月31日現在）

川崎町Ｂ＆Ｇ海洋センター
川崎町公民館
青根分館
野上分館
古関分館
笹谷分館
小野分館
川内3分館
大針分館
支倉台分館
川崎町山村開発センター
川内地区生活改善センター
天神地区生活改善センター
腹帯地区集落センター

1727.04
895.00
88.00
310.00
207.00
708.00
202.00
155.00
204.62
225.26
1,735.43
152.35
179.01
156.33

鉄筋２階
鉄筋３階
木造平屋
木造平屋　
木造平屋
鉄筋２階他
木造平屋
木造平屋
木造平屋
鉄骨平屋
鉄筋３階
木造平屋
木造平屋
木造平屋

備　　考延べ床面積
（m2）

構　造

  旧笹谷分校

施　設　名

前川東部地区集落センター
支倉上地区集落センター
碁石地区集落センター
安達地区集落センター
本砂金地区集落センター
前川西地区集落センター
支倉郷土文化伝承館
立野地区集落センター
支倉下地区集落センター
中央コミュニティセンター
本荒町コミュニティセンター
川内北川コミュニティーセンター
裏丁コミュニティセンター

171.72
158.76
216.13
49.68
169.91
181.36
427.51
237.73
154.85
179.00
162.00
517.58
336.28

木造平屋
木造平屋
木造平屋
木造平屋
木造平屋
木造平屋
木造平屋
木造平屋
木造平屋
木造平屋
木造平屋
木造平屋
鉄筋２階

備　　考構　造

集会施設及び展示室

旧川崎保育所

旧仙台法務局川崎出張所

延べ床面積
（m2）

注）公民館分館の他、各集落センター、コミュニティセンター等の施設も記載しています

□教育行政
年
度

（単位：千円）

21
22
23
24
25
26
27
28
29

4,734,935
5,033,089
5,709,089
5,462,650
4,703,923
4,854,711
4,833,558
4,867,649
4,923,721

501,134
689,597
697,420
680,903
665,124
715,604
744,535
777,955
729,829

一般会計
決算額

教育費
決算額

教育費の一般会計
に占める割合

10.6
13.7
12.2
12.5
14.1
14.7
15.4
16.0
14.8

64,045
63,342
50,594
51,157
54,193
64,472
62,250
53,438
62,977

教育費中に占
める社会教育
費の割合

12.8
9.2
7.3
7.5
8.1
9.0
8.4
6.9
8.6

教育費
社会教育費
決算額

園　数 学級数 児童数 職員数

□学校数及び教職員数

年
度

こ ど も 園・幼 稚 園

（資料：学校基本調査、各年５月１日、（　）は分校、職員数は教員職数）

※（）内の数値は、こども園の保育部門。職員数（保育士数）。

25
26
27
28
29
30

2
2
2
2
2
2

9（6）
8（5）
8（5）

　　8（6）
9（7）
8（6）

178（61）
153（49）
158（49）
152（49）
150（51）
134（65）

18（16）
17（18）
18（17）
37（33）
38（34）
36（32）

校　数 学級数 児童数 職員数

小　学　校

4
4
4
4
4
4

29
30
31
30
31
31

413
409
388
375
374
369

47
48
48
47
52
50

校　数 学級数 生徒数 職員数

中　学　校

2
2
2
2
2
2

13
11
12
12
12
12

263
244
233
206
190
193

34
33
34
36
36
35

校　数 学級数 生徒数 職員数

高 等 学 校
（支援学校高等部含む）

（1）
（1）
（1）
（2）
（2）
（2）

3
3
3
4
6
8

72
82
86
98
92
102

11
11
12
17
21
25

教　育21 世紀のたくましい担い手を育てるために

議会広聴・広報委員会

議会報告会、一般会議、議員勉強会、情報の提供、
議会活性化検討、広聴に関する事項
議会広報の編集、発行に関する事項


